
令和元年11月１日号

N o .1 1 6 8
2 0 1 9

1

報

広

住 み た い  住 み 続 け た い ま ち  海 老 名

平成 6 年の海老名駅周辺

P2	 海老名の平成時代
P4	 海老名市の財政状況
P10	 海老名のごみ事情 vol.14	

海老名市資源化センター	
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海
老
名
の
平
成
時
代



2広報えびな2019年11月１日号

職
員　
海
老
名
の
平
成
時
代
は
現
在

の
市
庁
舎
や
消
防
庁
舎
な
ど
、市
政

の
中
枢
施
設
の
移
転
と
と
も
に
始
ま
り

ま
し
た（
1
）。
平
成
生
ま
れ
の
私
た
ち

が
、〝
海
老
名
の
平
成
〟を
振
り
返
り
ま

す
。
え
び
～
に
ゃ
、よ
ろ
し
く
ね
。

え
び
～
に
ゃ　
え
び
～
に
ゃ
は
平
成

23
年
生
ま
れ
だ
に
ゃ
。
海
老
名
駅
東

口
の
ビ
ナ
１
番
館
が
で
き
た
の
も
市
庁

舎
と
同
じ
平
成
元
年
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

職
員　
そ
の
頃
か
ら
海
老
名
駅
東
口

は
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
ん

だ
よ
。
一
番
変
わ
っ
た
の
は
海
老
名
中

央
公
園
か
な
。
平
成
４
年
に
海
老
名
の

シ
ン
ボ
ル「
七
重
の
塔
」が
建
っ
て
、７

年
に
は
地
下
駐
車
場
が
で
き
た
。
公
園

を
取
り
囲
む
よ
う
に
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
が

で
き
た
の
が
そ
の
７
年
後
で
、東
口
の

自
由
通
路
も
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
通

し
た
よ（
3
）。

え
び
～
に
ゃ　
自
由
通
路
は
ゆ
う
ゆ

う
と
歩
け
て
快
適
だ
ね
。
西
口
方
面

に
も
で
き
て
便
利
に
な
っ
た
に
ゃ
。

職
員　

自
由
通
路
の
お
か
げ
で
東

西
の
ま
ち
が
つ
な
が
っ
た
ね
。「
西

口
の
ま
ち
開
き
」（
7
）は
平
成
の
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
だ
よ
。
西
口
中
心
広
場
や

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、ら
ら
ぽ
ー
と
が
で
き

て
、海
老
名
駅
周
辺
は
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
に
な
っ
た
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

停
車
駅
に
な
っ
た（
8
）の
も
そ
の
頃
だ

ね
。

平
成
元
年
1
9
8
9
年
◦
市
庁
舎
・
消
防
庁
舎
移
転
1

　
　
3
年
1
9
9
1
年
◦
海
老
名
跨
線
橋
開
通
2

　
　
4
年
1
9
9
2
年
◦
海
老
名
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
現
え
び
な
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）開
館

◦
海
老
名
運
動
公
園
全
面
利
用
開
始

◦
海
老
名
中
央
公
園
に
七
重
の
塔
完
成

　
　
6
年
1
9
9
4
年
◦
宮
城
県
白
石
市
と

姉
妹
都
市
締
結

　
　
7
年
1
9
9
5
年
◦
有
馬
図
書
館
開
館

◦
海
老
名
中
央
公
園

地
下
駐
車
場
利
用
開
始

　
　
8
年
1
9
9
6
年
◦
あ
ゆ
み
橋
開
通

　
　
10
年
1
9
9
8
年
◦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
12
年
2
0
0
0
年
◦
北
部
公
園
完
成

　
　
13
年
2
0
0
1
年
◦
海
老
名
警
察
署
開
署

　
　
14
年
2
0
0
2
年
◦
海
老
名
駅
自
由
通
路

（
東
口
駅
広
部
）開
通
3

◦
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

　
　
17
年
2
0
0
5
年
◦
海
老
名
駅
自
由
通
路（
中
央
三
丁
目
方
面
）開
通

　
　
18
年
2
0
0
6
年
◦
第
１
回
え
び
な
市
民
ま
つ
り
開
催
4

　
　
22
年

　　　

2
0
1
0
年
◦
相
模
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
in
え
び
な

開
催
5

◦
圏
央
道
海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始

◦
海
老
名
駅
自
由
通
路（
駅
舎
部
）開
通

◦
北
海
道
登
別
市
か
ら
ポ
ニ
ー
寄
贈
6

　
　
23
年
2
0
1
1
年
◦
え
び
～
に
ゃ
誕
生

　
　
24
年
2
0
1
2
年
◦
海
老
名
駅
か
ら
羽
田
空
港
へ

直
通
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
運
行
開
始

　
　
25
年
2
0
1
3
年
◦
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ナ
レ
ッ
ジ
開
館

　
　
26
年
2
0
1
4
年
◦
え
び
～
に
ゃ
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン

◦
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ナ
ス
ポ
開
館

　
　
27
年

　　　　　　　　

2
0
1
5
年
◦
北
海
道
登
別
市
と

姉
妹
都
市
締
結

◦「
扇
町
」誕
生

◦
海
老
名
駅
自
由
通
路

（
駅
間
部
・
西
口
部
）開
通
7

◦
中
央
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

◦
海
老
名
駅
西
口
地
区
ま
ち
開
き
記
念
式
典

◦
ら
ら
ぽ
ー
と
海
老
名
オ
ー
プ
ン

　
　
28
年
2
0
1
6
年
◦
海
老
名
駅
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
停
車
8

◦
市
の
人
口
が
13
万
人
を
超
え
る
9

◦
市
制
施
行
45
周
年
記
念
い
き
も
の
が
か
り
公
演

タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
29
年
2
0
1
7
年
◦「
め
ぐ
み
町
」「
泉
」誕
生

　
　
30
年
2
0
1
8
年
◦
K
E
N
Z
O
氏
を
市
親
善
交
流
大
使
に
任
命
10

◦
E
B
I
N
A
ダ
ン
ス
完
成

　
　
31
年
2
0
1
9
年
◦
高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働

◦
相
鉄
線
・
J
R
線
の
相
互
直
通
運
転
開
始
11

令
和
元
年 

海
老
名
市
市
制
施
行
48
周
年

海
老
名
の
平
成
時
代

海老名駅東口の開発工事
の様子（平成13年）

あゆみ橋建設中の様子
（平成7年）

5 3 1

6 4 2

えび〜にゃと平成トーク

市
内
の
主
な
で
き
ご
と

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課 

（
２
３
５
）４
５
７
４



3 広報えびな2019年11月１日号

え
び
～
に
ゃ　
う
ん
。
海
老
名
の
交

通
は
こ
れ
で
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ

た
に
ゃ
。

職
員　

と
こ
ろ
で
、え
び
～
に
ゃ

の
お
友
達
の
エ
ビ
ー
と
ビ
ー
ナ
は

ち
ょ
っ
と
だ
け
先
輩
だ
っ
た
よ
ね
。

え
び
～
に
ゃ　
う
ん
。
平
成
22
年
に

登
別
市
か
ら
来
て
く
れ
た
に
ゃ（
6
）。

姉
妹
都
市
の
白
石
市
・
登
別
市
と
交
流

が
始
ま
っ
た
の
も
平
成
だ
に
ゃ
。

職
員　
そ
う
そ
う
、海
老
名
駅
そ
ば

の
え
び
～
に
ゃ
ハ
ウ
ス
に
は
、交
流

都
市
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
よ
ね
。

え
び
～
に
ゃ　
え
び
～
に
ゃ
グ
ッ
ズ

も
ね
。
駅
近
だ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
寄
っ
て
ほ
し
い
に
ゃ
。
や
っ
ぱ

り
海
老
名
駅
の
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
ね
。

職
員　
〝
海
老
名
の
平
成
〟は
駅
周
辺

の
話
題
な
し
に
は
語
れ
な
い
ね
。今

後
も
目
が
離
せ
な
い
よ
。今
月
30
日
か

ら
は
相
鉄
線
と
Ｊ
Ｒ
線
の
相
互
直
通
運

転
が
始
ま
る
し（
11
）、令
和
３
年
に
は
駅

間
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

で
き
る
。そ
の
翌
年
に
は
相
鉄
線
海
老

名
駅
の
新
駅
舎
も
完
成
す
る
ん
だ
よ
。

え
び
～
に
ゃ　
海
老
名
っ
て
ほ
ん
と

す
ご
い
に
ゃ
～
。
え
び
〜
に
ゃ
も
み

ん
な
に
海
老
名
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
か
ら
、海
老
名
市
親
善
交
流
大
使
の

K
E
N
Z
O
さ
ん（
10
）監
修
の「
Ｅ
Ｂ

Ｉ
Ｎ
Ａ
ダ
ン
ス
」を
広
め
て
Ｐ
Ｒ
が
ん

ば
る
に
ゃ
！

平
成
元
年
1
9
8
9
年
◦
市
庁
舎
・
消
防
庁
舎
移
転
1

　
　
3
年
1
9
9
1
年
◦
海
老
名
跨
線
橋
開
通
2

　
　
4
年
1
9
9
2
年
◦
海
老
名
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
現
え
び
な
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）開
館

◦
海
老
名
運
動
公
園
全
面
利
用
開
始

◦
海
老
名
中
央
公
園
に
七
重
の
塔
完
成

　
　
6
年
1
9
9
4
年
◦
宮
城
県
白
石
市
と

姉
妹
都
市
締
結

　
　
7
年
1
9
9
5
年
◦
有
馬
図
書
館
開
館

◦
海
老
名
中
央
公
園

地
下
駐
車
場
利
用
開
始

　
　
8
年
1
9
9
6
年
◦
あ
ゆ
み
橋
開
通

　
　
10
年
1
9
9
8
年
◦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
12
年
2
0
0
0
年
◦
北
部
公
園
完
成

　
　
13
年
2
0
0
1
年
◦
海
老
名
警
察
署
開
署

　
　
14
年
2
0
0
2
年
◦
海
老
名
駅
自
由
通
路

（
東
口
駅
広
部
）開
通
3

◦
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

　
　
17
年
2
0
0
5
年
◦
海
老
名
駅
自
由
通
路（
中
央
三
丁
目
方
面
）開
通

　
　
18
年
2
0
0
6
年
◦
第
１
回
え
び
な
市
民
ま
つ
り
開
催
4

　
　
22
年

　　　

2
0
1
0
年
◦
相
模
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
in
え
び
な

開
催
5

◦
圏
央
道
海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始

◦
海
老
名
駅
自
由
通
路（
駅
舎
部
）開
通

◦
北
海
道
登
別
市
か
ら
ポ
ニ
ー
寄
贈
6

　
　
23
年
2
0
1
1
年
◦
え
び
～
に
ゃ
誕
生

　
　
24
年
2
0
1
2
年
◦
海
老
名
駅
か
ら
羽
田
空
港
へ

直
通
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
運
行
開
始

　
　
25
年
2
0
1
3
年
◦
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ナ
レ
ッ
ジ
開
館

　
　
26
年
2
0
1
4
年
◦
え
び
～
に
ゃ
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン

◦
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ナ
ス
ポ
開
館

　
　
27
年

　　　　　　　　

2
0
1
5
年
◦
北
海
道
登
別
市
と

姉
妹
都
市
締
結

◦「
扇
町
」誕
生

◦
海
老
名
駅
自
由
通
路

（
駅
間
部
・
西
口
部
）開
通
7

◦
中
央
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

◦
海
老
名
駅
西
口
地
区
ま
ち
開
き
記
念
式
典

◦
ら
ら
ぽ
ー
と
海
老
名
オ
ー
プ
ン

　
　
28
年
2
0
1
6
年
◦
海
老
名
駅
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
停
車
8

◦
市
の
人
口
が
13
万
人
を
超
え
る
9

◦
市
制
施
行
45
周
年
記
念
い
き
も
の
が
か
り
公
演

タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
29
年
2
0
1
7
年
◦「
め
ぐ
み
町
」「
泉
」誕
生

　
　
30
年
2
0
1
8
年
◦
K
E
N
Z
O
氏
を
市
親
善
交
流
大
使
に
任
命
10

◦
E
B
I
N
A
ダ
ン
ス
完
成

　
　
31
年
2
0
1
9
年
◦
高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働

◦
相
鉄
線
・
J
R
線
の
相
互
直
通
運
転
開
始
11

海老名駅西口の開発工事
の様子（平成27年）

令和元年11月30日
相鉄線とＪＲ線が相互直通運転開始

11

9 7

810

令
和
元
年
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海
老
名
市
の

財
政
状
況

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

企
画
財
政
課 

（
２
３
５
）８
４
５
３

　

収
支
の
管
理
は
、

「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」
と
「
企
業
会
計
」

に
分
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。「
一
般
会
計
」

は
基
本
的
な
行
政
運

営
の
経
費
を
賄
う
も

の
、「
特
別
会
計
」は

独
自
の
収
入
が
あ
る

も
の
、「
企
業
会
計
」

は
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
に
よ
り
企
業

会
計
方
式
で
事
業
を

運
営
す
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度 

一
般
会
計
決
算
の
概
要

平
成
30
年
度
決
算
額

歳入
平成30年度決算額
435億7,745万円

人件費…市長や市職員の給与、議員報酬など
扶助費…障がい者や高齢者への支援、生活保護費など
公債費…市の借金である市債の返済にあてる経費
物件費…消耗品、賃金、業務委託料など
補助費…各種団体への補助金など
普通建設事業費…道路などの整備や建物の建設に関する経費

用語説明

繰入金
8億6,916万円

市債
29億530万円 その他

35億5,522万円

扶助費
106億7,748万円

市税
234億445万円

国庫支出金
71億8,311万円

県支出金
25億1,629万円

地方譲与税および
各種交付金 

31億4,392万円

会計名 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 435億7,744万8,258円 421億7,149万7,593円

特別会計 217億1,910万5,537円 211億3,152万9,002円

国民健康保険事業 123億4,744万1,970円 122億5,284万2,050円

介護保険事業 77億5,405万3,541円 72億9,164万9,696円

後期高齢者医療事業 16億1,761万26円 15億8,703万7,256円

企業会計 44億5,938万7,695円 49億446万3,812円

公共下水道事業 44億5,938万7,695円 49億446万3,812円

合　計 697億5,594万1,490円 682億749万407円

〔 円グラフ１〕

企
業
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計
決
算
の
内
訳
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歳
入
は
4
3
5
億
7
7
4
5
万
円（
円

グ
ラ
フ
１
）、歳
出
は
4
2
1
億
7
1
5
0 

万
円（
円
グ
ラ
フ
２
）と
な
り
、歳
入
・
歳

出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
市

税
は
、ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
額
控
除

の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、海
老
名
駅
西

口
地
区
の
開
発
が
進
展
し
た
こ
と
や
企
業

業
績
が
好
調
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、7
年

連
続
で
増
加
し
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
出
は
人
件
費
が
３
年
ぶ
り
に
減
少

し
、社
会
福
祉
費
や
児
童
福
祉
費
の
増
加

に
よ
り
扶
助
費
が
６
年
連
続
で
増
加
し
ま

し
た
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、資
源
化
セ

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、市
の
財

政
状
況
の
算
定
を「
健
全
化
判
断
比

率
」と「
資
金
不
足
比
率
」に
よ
っ
て

行
い
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
法
で
は
そ
れ
ぞ
れ「
早

期
健
全
化
基
準
」と「
経
営
健
全
化
基

準
」を
超
え
る
と「
財
政
健
全
化
団
体
」

と
判
断
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
市

の「
健
全
化
判
断
比
率
」と「
資
金
不

足
比
率
」は
、い
ず
れ
も
基
準
を
大
き

く
下
回
り
、算
定
の
結
果
、財
政
状
態

は
問
題
な
し
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

ン
タ
ー
の
建
設
や
相
模
鉄
道
海
老
名
駅
改

良
工
事
が
進
ん
だ
こ
と
、（
仮
称
）消
防
署

西
分
署
の
整
備
に
着
手
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
1
人
当
た
り
の
基
金
・市
債
の
残
高

は
良
好
で
、基
金
残
高
は
4
万
8
5
2
6

円
と
政
令
市
を
除
く
県
内
16
市
の
中
で
6

番
目
に
多
く
、企
業
会
計
分
を
含
め
た
市

債
の
残
高
は
30
万
3
2
1
7
円
と
最
も
少

な
い
金
額
で
す
。

　
な
お
実
質
収
支
は
、歳
入
歳
出
決
算
額

の
差
額
14
億
5
9
5
万
円
の
う
ち
、翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

9
億
1
5
3
7
万
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度 

健
全
化
判
断
比
率

な
ど
の
概
要

※円グラフ２は、歳出決算を性質別で分類した
「性質別経費」で示します。

歳出
平成30年度決算額
421億7,150万円補助費など 

30億2,379万円

普通建設事業費など 
61億7,158万円

繰入金
8億6,916万円

市債
29億530万円

その他 
49億3,508万円 人件費

69億2,151万円

扶助費
106億7,748万円

物件費 
75億733万円 公債費 

29億3,473万円

　 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 －(赤字なし)     12.10%

連結実質赤字比率 －(赤字なし)     17.10%

実質公債費比率   1.4%   25.0%

将来負担比率 26.3% 350.0%

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準
公共下水道事業会計 －(資金不足なし) 20.0％

その他	 3万5,645円

教育費	 3万1,805円

消防費	 1万5,619円

土木費	 4万2,125円

衛生費	 2万5,807円

民生費	 12万7,410円

総務費	 3万7,829円

１人当たり総額　31万6,240円

人口13万3,353人（平成31年3月31日現在）

健全化判断比率

〔 円グラフ２〕

資金不足比率

市民１人あたりの歳出決算額（目的別）



6広報えびな2019年11月１日号

平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
「
か
が
や
き
持
続
総
合
戦
略
」の
計
画

期
間
が
後
半
に
入
り
、海
老
名
駅
西
口

地
区
や
駅
間
地
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

や
、海
老
名
運
動
公
園
周
辺
地
区
の
土

地
区
画
整
理
が
進
ん
で
い
ま
す
。
刻
一

刻
と
ま
ち
の
姿
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
さ
ら
な
る
躍
進 
未
来
に
向

け
て
」を
テ
ー
マ
に
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
わ
た
り
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

力
強
く
推
進
し
ま
し
た
。

え
び
な
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を

開
設

市
内
防
犯
カ
メ
ラ
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
を

助
成

口こ
う
く
う腔
機
能
の
低
下
を
防
ぐ

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

普
及
・
啓
発
事
業
を
促
進

災
害
時
情
報
収
集
活
動
用

無
人
型
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

を
配
備

え
び
な
安
全
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を

継
続

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
か
か
る
母
子

保
健
の
分
野
と
学
校
教
育
の
分
野
を
統

合
し
連
携
す

る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち

の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
切
れ

目
の
な
い
支

援
が
可
能
に

な
り
ま
し

た
。

　

既
存
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
ク
ラ
ウ
ド

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）化
を
図
る
こ
と
で
、

犯
罪
抑
止
効
果
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
災
害
時
の
現
況

が
把
握
し
や
す
く

な
る
な
ど
、
二
次

的
活
用
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　
65
歳
・
77
歳
・
88
歳
は
無
償
化
し
、そ

の
他
の
年
齢
は
定
額
助
成
を
行
う
こ
と

で
接
種
率
を
高
め
、免
疫
力
が
落
ち
る

高
齢
者
の
罹り

患か
ん

お
よ
び

重
症
化
予
防
に
努

め
ま
し
た
。

　
口
腔
ケ
ア
で
心
身
の
衰
え
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、75
歳
以
上

を
対
象
に
口
腔
機
能
調
査
と
機
能
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し

ま
し
た
。

　
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害
状
況
な
ど
の

情
報
収
集
手
段
の
一
つ
と
し
て
、無
人

型
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）を
整
備
し
ま
し

た
。

　
犯
罪
の
な
い

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た

め
、海
老
名
駅

西
口
の
防
犯

拠
点
施
設
と
な

る
安
全
安
心
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
ま
し

た
。

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
入
院
・
通
院

費
用
を
所
得
制
限
な
し
で
助
成
し
、子

育
て
世
代
の

経
済
的
負
担

を
軽
減
し
ま

し
た
。

〔 

1
6
3
6
万
円 

〕

〔 

6
7
2
5
万
円 
〕

〔 

２
５
4
４
万
円 

〕

〔 

７
２
８
万
円 

〕

〔 

3
4
6
万
円 

〕

〔 

5
億
6
6
8
万
円 

〕

切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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若
者（
学
生
）定
住
促
進
家
賃

補
助
事
業
の
継
続

え
び
な
の
名
店
・
名
産
品
の

事
業
者
に
対
し
、Ｐ
Ｒ
や

販
売
の
支
援
制
度
を
創
設

並
木
橋
歩
道
架
設
事
業
の

推
進（
５
カ
年
継
続
事
業
）

全
小
・
中
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
を
導
入

中
学
校
３
年
生
へ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
を
助
成

若
者
定
住
促
進
奨
学
金
返
還

補
助
事
業
の
継
続

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ダ
ン
ス
で

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

危
機
対
処
型
起
震
車
を
導
入

　
海
老
名
駅
前
で
の
周
知
活
動
や
近
隣

大
学
な
ど
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

実
施
し
、引
き
続
き
転
入
お
よ
び
定
住

を
促
進
し
ま
し
た
。

　
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

市
内
全
域
の
経
済
活
性

化
を
図
る
た
め
、名
店・

名
産
品
事
業
者
な
ど
に

対
す
る
支
援
事
業
や

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、名
店・

名
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
海
老
名
駅
周
辺
の
東
西
を
つ
な
ぐ
並

木
橋
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
車

道
を
広
げ

両
側
に
歩

道
橋
を
設

置
す
る
こ

と
で
、
安

全
性
と
利

便
性
の
向

上
を
図
り

ま
す
。

　

市
内
小
・

中
学
校
全
19

校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
機
器

を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
推
進
を
図

り
ま
し
た
。

　
高
校
受
験
や
就
職
試
験
な
ど
を
控
え

る
中
学
校
3
年
生
を
対
象
に
予
防
接
種

費
用
の
定
額

助
成
を
行
う

こ
と
で
、罹り

患か
ん

に
よ
る
感

染
拡
大
の
予

防
に
努
め
ま

し
た
。

　

奨
学
金
を
返

還
す
る
30
歳
未

満
の
若
者
に
対

し
、
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る

こ
と
で
、市
へ
の

転
入
の
促
進
・

転
出
の
抑
制
を

図
り
ま
し
た
。

　
市
の
元
気
と
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ダ
ン
ス
を
制
作
し
ま
し

た
。
ま
た
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を

作
成
・
配
信
し
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
と

し
て
、平
常
時

に
は
防
災
意

識
を
啓
発
す

る
た
め
の
起

震
車
と
し
て

運
用
で
き
る

危
機
対
処
型

起
震
車
を
導

入
し
ま
し
た
。

〔 

2
7
6
万
円 

〕

〔 

5
0
0
万
円 

〕

〔 

2
2
5
1
万
円 

〕

〔 

1
2
5
8
万
円 

〕

〔 

1
6
9
6
万
円 

〕

〔 

4
3
4
6
万
円 

〕

〔 

1
6
0
万
円 

〕

〔 

5
1
4
4
万
円 

〕

未
来
に
つ
な
げ
る

都
市
経
営

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る

産
業
を
生
む
ま
ち
づ
く
り

便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

並木橋歩道橋完成イメージ
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11
月
17
日（
日
）え
び
な
市
民
ま
つ
り

花
火
観
覧
席
の
チ
ケ
ッ
ト
を

販
売

え
び
な
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）☎（
２
３
５
）４
７
９
４

　

花
火
は
17
時
40
分
か
ら
、

2
5
0
0
発
を
打
ち
上
げ
ま

す
。
迫
力
満
点
の
花
火
を
ゆ
っ

た
り
と
座
っ
て
観
覧
で
き
る
有

料
席
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
指
定
席
。
10
時
か
ら
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

定
先
着
１
０
０
０
席
費
１
席
１
０
０
０
円（
お
子
さ
ん
の
膝
上
観

覧
は
無
料
）
他
座
席
は
申
し
込
み
時
に
選
択
で
き
ま
す
。
ベ
ビ
ー

カ
ー
利
用
者
優
先
席
あ
り
。
そ
の
他
の
席
へ
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
持
ち

込
み
不
可

　
芝
生
敷
き
の
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。
敷
物
持
参

が
お
勧
め
。
入
場
は
16
時
30
分
か
ら
。

定
先
着
４
０
０
席
費
１
人
３
０
０
円（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

に
限
り
無
料
）

※
共
通
事
項

申
11
月
１
日（
金
）か
ら
、直
接
え
び
な
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
市
民
活
動
推
進
課
内
）へ
。
平
日
９
時
～
17
時
受
け
付
け
。

15
日（
金
）締
め
切
り
他
購
入
は
１
人
10
枚
ま
で
。
缶
バ
ッ
ジ
の
特

典
あ
り
。
チ
ケ
ッ
ト
の
再
発
行
は
不
可
。
残
数
が
出
た
場
合
は
、ま

つ
り
当
日
も
販
売
。
花
火
中
止
時
は
、11
月
20
日（
水
）～
12
月
13

日（
金
）に
同
事
務
局
で
チ
ケ
ッ
ト
と
引
き
換
え
に
返
金
し
ま
す

陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
席

野
球
場
３
塁
側
芝
生
席

エ
ビ
ナ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・コ
ン
サ
ー
ト

～
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
０
～

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎（
２
３
５
）４
７
９
７

日
令
和
２
年
１
月
11
日（
土
）14
時

～
16
時
30
分
場
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
定
先
着
１
０
０
０
人
内
フ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
。
出

演
／
渡
邊
一
正
氏（
指
揮
・
ピ
ア

ノ
）、神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
費
１
５
０
０
円
申【
先

行
販
売
】11
月
15
日（
金
）10
時
か

ら【
一
般
販
売
】11
月
22
日（
金
）10

時
か
ら
、下
表
の
と
お
り
。
車
椅
子

席
を
購
入
希
望
の
方
は
、文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
他
全
席
指
定
。
座
席
の
選
択

は
で
き
ま
せ
ん（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
除
く
）。
チ
ケ
ッ

ト
代
金
の
ほ
か
、各
種
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。
未
就
学
児
は
入
場
不

可
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

　
「
海
老
名
市・座
間
市・綾
瀬
市
文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環

で
行
う
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。今
回
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
2
5
0

周
年
を
記
念
し
て
、数
々
の
名
曲
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
、華
や
か
な
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
３
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
限
定
の
先
行
販
売
あ
り
。
チ

ケ
ッ
ト
は「
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」で
販
売
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン（
☎
0
5
7
0・０
２・9
1
1
1
）へ
。

指揮・ピアノ
渡邊 一正氏
東京フィルハーモニー交響楽
団レジデント・コンダクター。日
本国内の
主要オー
ケストラ
に 客 演 。
ピアニス
トとして
も活躍。

チケットぴあホームページ ・会員登録（無料）が必要
チケットぴあ電話予約

（☎0570・02・9999）
・自動音声案内
・Pコード「168766」を入力

セブン-イレブン店舗 マルチコピー機 ・Pコード「168766」を入力
チケットぴあ各店舗 ・営業時間内での販売 ⒸSatoshi Mitsuta
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お
で
ん
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
2
0
1
9

～
新
米
！
新
酒
！
え
び
な
感
謝
祭
～

商
工
課 

☎（
２
３
５
）８
４
３
９

　
海
老
名
産
の
新
米
・
新
酒
を

お
披
露
目
し
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
な
ど

の
音
楽
が
流
れ
る
中
で
温
か
い
お
で
ん

と
日
本
酒
を
。
大
人
の
雰
囲
気
漂
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
11
月
15
日（
金
）16
時
～
21
時（
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
20
時
）場
海
老
名
駅
西
口
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
主
海
老
名
市
・（
一
社
）海
老

名
扇
町
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
他
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
伴
い
、会
場
周
辺
の
道
路

の
一
部
を
交
通
規
制
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●県内13蔵の地酒販売
●扇町飲食店特製おでん販売
●えびなの名産品販売・ワーク 

ショップ（箸作り・江
え ど

戸独
ご ま

楽絵付け）
●地場産農産物・新米「はるみ」の販売
●姉妹都市登別市・災害協定都市羽幌町

ブース出店　など

日時・日にち  期間  時間  場所  対象  定員  内容  講師  費用  持ち物  その他  任期  
条件  主催  Ｅメール  ホームページ  問い合わせ  申し込み  予約制  祝除 祝日を除く  休み　

高齢者対象の教室など
めざせ！ 市外局番…省略しているものはすべて「046」です

市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492勝瀬
　　　　　　　　　　175-1海老名市〇〇〇課行」と記入してください
市役所開庁時間…省略している場合は原則「平日8時30分〜17時15分」

「広報えびな」の
共通マークと
ルール

えびな健康マイレージ2019対象

冬
休
み
ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
７

　

お
世
話
や
乗
馬
な
ど
を
通
じ

て
、ポ
ニ
ー
の
ミ
ル
ク
・
ビ
ー
ナ

と
チ
ョ
コ
・
エ
ビ
ー
と
ふ
れ
あ
い

ま
す
。

日
12
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）・

28
日（
土
）・
29
日（
日
）・
令
和
２

年
1
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）

時
９
時
～
11
時
30
分（
26
日（
木
）

は
10
時
か
ら
開
校
式
）
場
海
老
名

運
動
公
園
内
ポ
ニ
ー
広
場
対
市

内
在
住
の
小
学
生
定
各
回
10
人

内
乗
馬
・
ポ
ニ
ー
の
部
屋
掃
除
・

餌
や
り
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

費
５
０
０
円（
記
念
品
代
）申
申
込

書
ま
た
は
は
が
き
に
、住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
学
年
・
性
別
・

電
話
番
号
・
第
３
ま
で
の
希
望

日
・
今
ま
で
の
ポ
ニ
ー
教
室
参

加
回
数
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒
2
4
3‐0
4
2
2
中

新
田
3
2
9
1‐19
海
老
名
運
動

公
園
総
合
体
育
館
へ
。
フ
ァ
ク

ス（
F
２
３
３・７
７
１
８
）で
も

可
。
用
紙
は
同
体
育
館
で
配
布
の

ほ
か
、同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
11

月
20
日（
水
）締
め
切
り
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
、ま
た
は
別
日

に
振
り
替
え

ポニーの部屋
を掃除

乗馬にチャ
レンジ！
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vol.14

海老名市資源化センター
リニューアル

　資源物の中間処理施設「海老名市資源化センター」がリニューアルし、11月16日㈯から本格稼働します。家庭か
ら排出される資源物の量の変化に対応し、従来の施設より処理能力を増強しました。

環境課 （235）4922

合言葉は、「分別・水切り・減量化～私にできる小さな一歩～」

家庭系ごみの「一部有料化」と「戸別収集」

資
源
物
を
選
別
し
、 

再
生
業
者
へ（
図
１
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の 

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

海
老
名
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー
は
、収
集
し

た
資
源
物
を
選
別
・
成
型
・
保
管
し
資
源
化
し

や
す
い
状
態
に
整
え
る
た
め
の
中
間
処
理
施

設
で
す
。
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
家
庭
用
金
物
類
な
ど

は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
で
処
理
し
、乾
電
池
・
蛍

光
管
・
電
球
・
廃
食
用
油
は
一
定
量
に
な
る
ま

で
保
管
し
ま
す
。（
図
２
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
ご
と
に
汚
れ
た
物
や
品

目
の
違
う
物
が
取
り
除
か
れ
、効
率
的
に
運

搬
す
る
た
め
の
圧
縮
・
梱
包
処
理
を
経
て
、各

再
生
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
施
設
は
品
目
に
応
じ
た
設
備
の
導

入
な
ど
で
、１
日
に
25
・
6
㌧
の
資
源
物
を
処

理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
表
１
）。
ま

た
、資
源
物
の
受
け
入
れ
か
ら
処
理
ま
で
が

屋
内
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、環
境
に
配
慮

し
た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

❶	

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
処
理
能
力
が
従
来
の
２・７
倍
に

同
じ
設
備
で
交
互
に
処
理
。
処
理
能
力
は
１
日

3
・
7
㌧

そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
で
、処
理
の
同
時
進
行
が
可
能

に
。処
理
能
力
は
従
来
の
２・７
倍
の
１
日
10
㌧

フォークリフトで容器包
装プラスチックを投入。
袋を破り、供給コンベヤで
２階の手選別コンベヤへ 破袋機

手選別コンベヤ
供給コンベヤ

手作業で汚れているものなどを取り
除き、コンベヤで圧縮梱包機に投入

手選別コンベヤ（２階） 受け入れヤード

破袋機・供給コンベヤ

ごみ収集車が回収した容器包装プラ
スチックを屋内保管。約６日分貯蓄
可能

〔図１〕

資源物の処理の流れ
～容器包装プラスチック
　　　　　　　の場合～
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缶 びん
ペット
ボトル

家庭用金物類
小型電気製品
その他プラスチック
燃やせないごみ

蛍光管・電球

乾電池容器包装
プラスチック

廃食用油

「
電
池
を
外
す
」

「
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
る
」

　
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ラ
イ
タ
ー
は
燃
や
せ
る
ご
み

と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

  

ラ
ベ
ル
・
蓋
を
外
す
」

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
と
、ラ

ベ
ル
・
蓋
は
品
目
が
異
な
り

ま
す
。
手
作
業
で
外
す
た
め
、

処
理
効
率
が
下
が
り
ま
す
。

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

  

の
汚
れ
を
取
る
」

　
す
す
い
で
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
た
物
は
再
生
で

き
ま
せ
ん
。
燃
や
せ
る
ご
み

と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❷	

家
庭
用
金
物
類
な
ど
の
処
理
が
効
率
的
に

❸	

資
源
物
の
保
管
が
屋
内
に

手
作
業
で
処
理

屋
外
保
管
の
た
め
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
飛
散

す
る
こ
と
も

専
用
の
コ
ン
ベ
ヤ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、流
れ

作
業
が
可
能
に

屋
内
保
管
に
し
た
こ
と
で
、周
辺
環
境
に
配
慮

〔表１〕品目ごとの処理量の比較

〔図２〕資源化センターで受け入れている品目

見学できます

海老名市
資源化センター

大谷コミセン

杉久保小学校

大谷
近隣公園 海老名

サービス
エリア

品目 旧施設 新施設

缶   3.7t/日   3.7t/日

びん   4.9t/日   4.9t/日

ペット
ボトル

  3.7t/日　
  7.0t/日

容器包装
プラスチック   3.0t/日

家庭用金物類
など 設備なし   7.0t/日

合計 12.3t/日 25.6t/日

　ペットボトルや容器包装プラ
スチックの選別処理設備に見学
ルートを新設しました。予約の受
け付けは、年明けからの予定で
す。詳細は、環境課へお問い合わ
せください。

海老名市資源化センター
大谷南５- ７-27

ご協力ありがとう
ございます

えびな環境トピックス

　家庭系ごみの一部有料化・戸別
収集開始から１カ月が経ちました。

「分別ルールを守る」「お住まい
の地区の収集曜日を確認する」

「決められた指定収集袋に入れ
る」など、適正なごみの排出に引
き続きご協力をお願いします。

戸建て住宅にお住まいの方へ

容器・ネットが飛ばされ
ないよう対策を

制度開始から１カ月

　燃やせるごみを排出するとき
に使用している容器やネットな
どに重しをする、ひもでつなぐ
などの対策をお
願いします。風
で飛ばされ事故
につながること
があります。

排
出
時
の
注
意

圧縮梱包機梱包品貯留ヤード

コンベヤ

圧縮梱包機
圧縮・梱包し、運搬しやすく成型す
る。１つの重さは約50Kg
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統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
決
定

Ｉ
Ｔ
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
６
９
８

【
小
学
校
１・２
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
鈴
木
瑞
佳（
柏
ケ
谷
２
年
）

「
気
を
つ
け
て
！
せ
ま
い
道
で
も
車
が

多
く
て
き
け
ん
だ
よ
！
」

▼
教
育
長
賞　
髙
瀬 

彩（
有
鹿
２
年
）

「
だ
ん
ご
む
し
の
ふ
し
ぎ
は
っ
け
ん
大

作
戦
」

【
小
学
校
３・４
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
鈴
木
豊
久（
柏
ケ
谷
４
年
）

「
ボ
ー
っ
と
す
て
て
る
ん
じ
ゃ
ね
ー

よ
！
み
ん
な
で
き
て
る
？
ゴ
ミ
減
量
」

▼
教
育
長
賞　
一
ツ
松
莉
子（
柏
ケ
谷

３
年
）「
ア
リ
の
お
や
つ
を
さ
が
せ
！

に
お
い
は
わ
か
る
？
」

【
小
学
校
５・６
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
小
松
哩
子（
柏
ケ
谷
５
年
）

「
い
ざ
と
い
う
時
…
、使
え
る
？
Ａ
Ｅ

Ｄ
」

▼
教
育
長
賞　

内
田
幸
佑（
有
鹿
６

年
）「
せ
み
は
何
を
合
図
に
羽
化
す
る

の
？
」

【
中
学
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
該
当
者
な
し

▼
教
育
長
賞　
該
当
者
な
し

【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】

▼
市
長
賞　
岩
堀
詞
音
・
岩
堀
絢
海（
門

沢
橋
６
年
）「
３
Ｒ 

み
ん
な
で
環
境
守
る

第
一
歩
！
」

▼
教
育
長
賞　
和
田
朋
久（
社
家
５
年
）

「
地
震
の
時
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

過
去
の
大
地
震
を
調
べ
て
～
」

◆
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル【
小

学
校
１・２
年
生
の
部
】入
選

◆
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル【
小
学

校
１・２
年
生
の
部
】神
奈
川
県
知
事
賞

髙
瀬 

彩（
有
鹿
２
年
）「
だ
ん
ご
む
し
の

ふ
し
ぎ
は
っ
け
ん
大
作
戦
」

　
市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
応
募
作
品
1
0
0

点
）の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

応募全作品を展示します。
11月19日㈫～26日㈫

（23日㈯㈷午後・24日㈰
除く） 市役所１階エント
ランスホール

作品展

▶
小
学
校
３・４
年
生
の
部 

市
長
賞 

鈴
木
豊
久
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
５・６
年
生
の
部 

市
長
賞 

小
松
哩
子
さ
ん
の
作
品

▶
パ
ソ
コ
ン
の
部 

市
長
賞 

岩
堀
詞
音
さ
ん
・
岩
堀
絢
海
さ
ん
の
作
品

▶
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
／ 

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
神
奈
川
県
知
事
賞
／ 

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
教
育
長
賞 

髙
瀬 

彩
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
１・２
年
生
の
部 

市
長
賞 

鈴
木
瑞
佳
さ
ん
の
作
品

作品展の様子
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え
び
な
歴
史
絵
手
紙
入
賞
者
が
決
定

教
育
総
務
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
５

　
市
内
小
学
生
が〝
海
老
名
の
歴
史・文
化
財
〟を
テ
ー
マ
に
描
い
た「
え
び
な
歴

史
絵
手
紙
」（
応
募
作
品
1
2
1
点
）の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
川
端
祐
香（
杉
本
４
年
）

▼
銀
賞　
熊
谷
嘉
純（
門
沢
橋
３
年
）

▼
銅
賞　
辻 

篤
郎（
海
老
名
３
年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
柳
本
壮
亮（
海
老
名
５
年
）

▼
銀
賞　
舛
永
結
衣（
柏
ケ
谷
６
年
）

▼
銅
賞　
布
施 

真（
柏
ケ
谷
６
年
）

応募全作品を展示します。
①11月20日㈬まで／海老名市温故館

②22日㈮～29日㈮／三井住友銀行海老名支店展示スペース

入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

作品展

▶
市
長
賞 

小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部

　
加
藤
玲
奈
さ
ん
の
作
品

▶
市
長
賞 

小
学
生
低
学
年
の
部

　
石
川
壮
琉
さ
ん
の
作
品

▲小学生高学年の部金賞
　柳本壮亮さんの作品

▲小学生中学年の部金賞
　川端祐香さんの作品

食
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
決
定

健
康
推
進
課 

☎（
２
３
５
）７
８
８
０

　
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た「
食
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」（
応
募
作
品
2
4
0
点
）の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
省
略
・
順
不
同
）。

【
市
長
賞
】

▼
小
学
生
低
学
年
の
部　
石
川
壮
琉（
今
泉
２
年
）

▼
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部　
加
藤
玲
奈（
上

星
６
年
）

【
教
育
長
賞
】

▼
小
学
生
低
学
年
の
部　
内
野
隼
和（
海
老
名
２
年
）

▼
小
学
生
高
学
年
の
部　
濱
口
希
乃
香（
東
柏
ケ
谷

４
年
）

【
優
秀
賞
・
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▼
１
年
生　
藤
野
幹
大（
海
老
名
）、市
川
明
里（
上

星
）、坂
井
瑞
姫（
東
柏
ケ
谷
）、大
野
実
璃（
今
泉
）、

堀 

美
咲（
杉
本
）

▼
２
年
生　
柴
田
彩
実（
柏
ケ
谷
）、猪
俣
紗
羅（
大

谷
）

▼
３
年
生　
藤
野
留
衣（
海
老
名
）、山
田
理
紗（
上

星
）、永
峯
愛
菜（
門
沢
橋
）、橋
本
紗
知（
杉
本
）

【
優
秀
賞
・
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部
】

▼
４
年
生　
田
中
あ
み（
海
老
名
）、若
松
怜
那（
杉

本
）

▼
５
年
生　
座
間
翔
大（
大
谷
）、髙
木
真
由（
大

谷
）、東
野
結
衣（
上
星
）、今
井
千
晶（
今
泉
）、三
笘

楓
来（
杉
本
）

▼
６
年
生　
林 

凜
音（
上
星
）、曲
谷
凪
夏（
門
沢
橋
）

▼
中
学
２
年
生　
砂
川
詩
羽（
海
老
名
）
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防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
が
決
定

予
防
課 

☎（
２
３
１
）０
９
４
８

応
募
全
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

期
11
月
11
日（
月
）～
22

日（
金
）時
9
時
～
22
時

（
初
日
は
13
時
か
ら
、最

終
日
は
12
時
ま
で
）場
え

び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

ビ
ナ
レ
ッ
ジ
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス

作
品
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」

（
応
募
作
品
6
7
9
点
）の
市

長
表
彰
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

【
小
学
１
年
生
の
部
】

山
路
空
弥（
社
家
）、大
島
岳
翔

（
中
新
田
）、稲
瀨
慧
大（
今
泉
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】

畠
山
陽
希（
上
星
）、規
工
川
奈

那（
柏
ケ
谷
）、宮
下
凌
空（
杉

本
）、松
田
和
奏（
杉
久
保
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】

寺
尾
祥
亮（
杉
本
）、永
田
想
和

（
上
星
）、昌
﨑
大
晟（
中
新
田
）

【
小
学
４
年
生
の
部
】

渋
谷
蒼
来（
社
家
）、増
田 

圭

（
有
鹿
）、三
田
康
輔（
有
鹿
）、

橋
爪 

涼（
上
星
）

【
小
学
５
年
生
の
部
】

西
中
湖
羽（
柏
ケ
谷
）、須
田
優

華（
中
新
田
）、桑
島
湊
大（
社

家
）、清
水
美
幸（
杉
本
）、上

村
奏
太（
海
老
名
）、浦
田
拓
幸

（
今
泉
）、小
田
陽
菜（
上
星
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】

松
本
実
依（
今
泉
）、林 

凜
音

（
上
星
）、藤
澤
沙
英（
今
泉
）、

加
藤
玲
奈（
上
星
）、益
田
彪

我（
上
星
）、江
本
薫
音（
上

星
）、昌
﨑
香
乃（
中
新
田
）

【
中
学
生
の
部
】

小
田
結
菜（
今
泉
１
年
）

竹 

亜
紗
奈（
柏
ケ
谷
１
年
）

菊
池
美
結（
海
老
名
２
年
）

砂
川
詩
羽（
海
老
名
２
年
）

青
木
大
地（
柏
ケ
谷
３
年
）

齋
藤
柊
太（
海
老
名
３
年
）

福
田 

陽（
柏
ケ
谷
３
年
）

「
地
産
地
消
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
が
決
定

農
政
課 

☎（
２
３
５
）８
５
３
９

　
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
地
産
地
消
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
応
募
作
品
1
4
4
点
）の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
低
学
年
の
部（
小
学
校
１・２
年
）】

▼
金
賞　
市
川
明
里（
上
星
１
年
）

▼
銀
賞　
岩
堂
拓
己（
杉
本
２
年
）

▼
銅
賞　
伊
澤
沙
音（
今
泉
２
年
）

▼
入
賞　
石
川
紗
瑛（
大
谷
１
年
）

　
　
　
　
齊
藤
穂
菜
美（
杉
本
１
年
）

【
中
学
年
の
部（
小
学
校
３・４
年
）】

▼
金
賞　
山
本
光
姫（
杉
本
３
年
）

▼
銀
賞　
寺
司
ひ
な
た（
中
新
田
３
年
）

▼
銅
賞　
阿
部
優
矢（
海
老
名
３
年
）

▼
入
賞　
明
翫
知
佑（
上
星
３
年
）

　
　
　
　
橋
本
紗
知（
杉
本
３
年
）

【
高
学
年
の
部（
小
学
校
５・６
年
）】

▼
金
賞　
湊 

響（
大
谷
５
年
）

▼
銀
賞　
田
中
彩
絵（
門
沢
橋
６
年
）

▼
銅
賞　
西
中
湖
羽（
柏
ケ
谷
５
年
）

▼
入
賞　
松
本
実
依（
今
泉
６
年
）

　
　
　
　
大
竹
美
結
菜（
杉
本
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

▼
金
賞　
林 

花
音（
柏
ケ
谷
１
年
）

▼
銀
賞　
菊
池
美
結（
海
老
名
２
年
）

▼
銅
賞　
藤
本
柾
人（
柏
ケ
谷
３
年
）

▲中学生の部金賞
　林 花音さんの作品

▲中学年の部金賞
　山本光姫さんの作品

▲高学年の部金賞
　湊 響さんの作品

▲低学年の部金賞
　市川明里さんの作品

入賞作品を展示します。
日11月24日㈰９時～13時30分場 JAさがみ
海老名グリーンセンター（大谷246）

作品展
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　大きな木々に囲まれた市役所近くの憩いの場で
す。秋には紅葉が楽しめます。

現在市内には大小合わせて179カ所の公園があります。身近な公園をピックアップ。
気になった公園に出かけてみよう！

　丹沢連峰を望む小高い住宅地にあります。少し足
を延ばすと秋葉山の自然がいっぱい。

勝瀬220付近　 滑り台・鉄棒・シーソー
広さ 

広さ 
上今泉1-22付近　
複合遊具・乗り物

〈広さのめやす〉　小 　中 　大 

勝瀬小宝児童遊園

上今泉谷
や と

公園

「
勾ま

が
た
ま玉

ス
ト
ラ
ッ
プ
」を
つ
く
ろ
う
！

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粘
土
で
作
り
ま
す
。

日
令
和
2
年
１
月
18
日（
土
）
時
①
11

時
～
12
時
30
分
②
14
時
～
15
時
30
分

対
小
学
生
以
上
定
各
回
先
着
15
人　

　
30
分
程
度
の
解
説
を
し
ま

す
日
11
月
15
日（
金
）・
令
和

２
年
１
月
18
日（
土
）
時
10
時

か
ら
・
13
時
30
分
か
ら

古
代
の
く
び
か
ざ
り
を
描
こ
う
！ 

　
本
物
の
勾
玉
を
見
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
く

び
か
ざ
り
を
描
き
ま
す
。
企
画
展
開
催
期
間
中
、常
時

受
け
付
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ〈
無
料
〉

展
示
解
説

温
故
館
企
画
展

「
新
発
見
！ 

相
模
川
の
低
地
で

見
つ
か
っ
た
古
墳
と
玉
」教

育
総
務
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
５

　

近
年
の
発
掘
調
査
で
、相

模
川
沿
い
の
低
地
に
多
く
の

古
墳
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。古
墳
や

集
落
か
ら
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
玉
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
か
ら
寒
川
町
に
か

け
て
見
つ
か
っ
た
古
墳
と
玉

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

期
11
月
１
日（
金
）～
令
和
２

年
２
月
２
日（
日
）（
12
月
９
日

（
月
）・12
月
29
日（
日
）～
令

和
２
年
１
月
３
日（
金
）除
く
）

場
海
老
名
市
温
故
館
主
市
教

育
委
員
会・県
教
育
委
員
会・

（
公
財
）か
な
が
わ
考
古
学

財
団

公開セミナー  「相模川中流域の古墳時代を
考える～さがみ縦貫道路（圏央道）における
低地遺跡の調査成果から～」
日12月１日㈰９時55分～16時25分場市役所
401会議室対高校生以上定160人内特別講演

「古墳時代の玉と玉作り」・基調報告 講北條芳
隆氏（東海大学文学部教授）ほか費無料主 (公
財)かながわ考古学財団、市教育委員会申往復
はがきに、行事名「公開セミナー」・郵便番号・住
所・氏名・電話番号を記入し、〒232-0033横浜
市南区中村町3-191-1かながわ考古学財団「公
開セミナー2019」係へ。メール（ E fukyu@kaf.
or.jp）、財団ホームページからも可。応募多数の
場合は抽選。11月18日㈪締め切り（必着）

写真：県教育委員会提供
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お知らせ

管理課 ☎（231）1069

神奈川労働局賃金室
　☎045（211）7354

予防課 ☎（231）0948

農業委員会事務局 ☎（235）4907

環境課 ☎（235）4912

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

子育て相談課 ☎（235）4825

子育て相談課 ☎（235）4825

火災や台風などの災害で、建物などに
被害を受け、保険請求などで被害の程
度を証明する書類が必要な場合は「り
災証明書」「り災届出証明書」を発行し
ます。詳細は、管理課へ問い合わせま
たは市ホームページをご覧ください。

10月1日から神奈川県最低賃金が
1,011円になりました。この賃金は、
県内の事業場で働く常用・臨時・パー
ト・アルバイトなどの雇用形態などを
問わず、全ての労働者とその使用者に
適用されます。

「ひとつずつ いいね！で確認 火の用
心」をスローガンに実施します。期間
中、市内事業所な
どへの立ち入り検
査や海老名市女性
防火推進員などと
連携し、海老名駅
前で啓発します。

第３種農地の要件などの県の審査基準
が一部変更になります。詳細は、農業
委員会へ問い合わせまたは市ホーム
ページをご覧ください。
対令和２年１月６日㈪以降に農業委員
会が受理したもの

環境にも家計にも負担の少ない快適
なライフスタイルを―。環境省は冬の
暖房使用時の室温を20℃に推奨する

〝ウォームビズ〟を呼び掛けています。
暖房時のエネルギー使用量を抑えるこ
とでCO2の削減や電気代の節約につ
ながります。

「ともの輪」は、健康づ
くりと友達づくりがで
きる地域密着型の健康
教室で、年間を通して
開催しています。会場
を下表のとおり追加します。都合の良
い日に直接会場へ時10時～11時30分 
対市内在住の65歳以上の方内脳ト
レーニング・健康体操費無料持上履き

（スリッパ不可）・タオル・飲み物他詳
細は、直接または電話で海老名市社会
福祉協議会（☎235・0220）へ

追加会場 開催曜日 初回日
門沢橋
コミセン 第1・3㈮ 11月１日㈮

国分寺台文
化センター 第2・4㈮ 　　 ８日㈮

家族と暮らせない事情がある子どもた
ちを家庭に迎え入れ、成長をサポート
する「里親」の活動は、養子縁組や短期
間の養育などさまざまです。〝子ども
たちのためにできること〟を一緒に考
えてみませんか。詳細は、厚木児童相
談所（☎224･1111）、里親センターひ
こばえ（☎205･6092）へお問い合わ
せください。

虐待が疑われる子どもを見つけたと
き、出産や子育てに悩んだときは、こ
ども家庭相談室（☎235･4825）、また
は厚木児童相談所（☎224･1111）へ
連絡してください。連絡した方の秘密
は守ります。

り災証明・り災届出証明

最低賃金の改正

11月9日～15日は
「秋季全国火災予防運動」

農地転用の審査基準を
一部改正

〝ウォームビズ〟で
地球温暖化防止対策
室温は20℃を目安に

開催会場追加
こころとカラダ
の健康教室「ともの輪」

子どもの成長をサポート
「里親制度」

11月は児童虐待防止月間
「 1

いちはやく

89 ちいさな命に 
待ったなし」

 親子クッキング
「クリスマス
メニュー編」
健康推進課 ☎（235）7880

講話と調理実習を行います。
◆親子でとんとんクッキング
日11月30日㈯対市内在住の小学校3
～6年生と保護者申11月1日㈮から、電
話で健康推進課へ。20日㈬締め切り
◆キッズ・クッキング
日12月14日㈯対市内在住の５歳～小学
校２年生と保護者申11月1日㈮から、電
話で健康推進課へ。12月４日㈬締め切り
※共通事項
時10時～12時場えびな市民活動セ
ンタービナレッジ定先着12組費１人
250円主食生活改善推進団体えびな会
他託児なし

史跡散策
「えびなの〝涅

ね

槃
は ん

図〟
を訪ねる」～えびな南部～
教育総務課 ☎（235）4925

シリーズ第３回は、門沢橋の２つの寺
院が所蔵する涅槃図を見学します。約
４㎞を徒歩で巡ります日11月30日㈯
12時50分〜16時（小雨決行）定先着
40人内【コース】門沢橋駅→浄久寺→
正覚寺→居合坂→不動塔→本郷神社→
真光寺→高座クリーンセンター環境プ
ラザ（解散）費無料（交通費などは自己
負担）主市教育委員会・NPO法人海老
名ガイド協会申11月1日㈮から、直接
または電話で教育総務課へ。定員にな
り次第締め切り他小学生は保護者同伴

めざせ！募　　集

行政情報のほか、海老名の旬の
情報をお知らせしています。
ぜひ、ご覧ください。

EBINA Facebook

海老名市フェイスブック 検索
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海老名市訪問型サービスA
ヘルパー養成研修〈全２回〉
地域包括ケア推進課

　☎（235）4950 F（231）0513
海老名市訪問型サービスAに従事する
ための研修で、調理や洗濯など高齢者
の生活支援を行います。雇用を保証す
るものではありません。
日12月２日㈪・３日㈫時９時30分～
16時場市役所703会議室対18歳以上
で、全２回参加できる
方定先着50人費無料
申11月１日㈮から、電
話またはファクスで地
域包括ケア推進課へ。
18日㈪締め切り

◆海老名市応援まごころ基金 
（環境に関する分野）へ

・㈱タズミ

ご寄付ありがとうございます
（敬称略）

地域支えあいづくりセミナー
映画上映会「ぼけますから、
よろしくお願いします。」
地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

認知症の母、母を支える高齢の父、離
れて暮らす娘の視点から家族の内側を
丹念に描いたドキュメンタリー映画を
上映します。
日12月７日㈯13時～15時30分場市
役所401会議室定先着100人費無
料申11月１日㈮から、電話・ファクス・
メールで海老名市社会福祉協議会（☎
232・1600F235・0191Eebina-
shakyo@ebina-shakyo.or.jp）へ。12
月2日㈪締め切り

ゲートキーパー
養成講座

普通救命講習〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕

認知症サポーター
ステップアップ講座

市民公開シンポジウム
「いつまでも住み
慣れた場所で」

健康えびな普及員会主催
健康教室

これならできる! シリーズ
運動編「5歳は若返る!? 
運動習慣始めま
せんか？」〈全4回〉

健康推進課 ☎（235）7880

警防課 ☎（231）0932

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

健康推進課 ☎（235）7880

健康推進課 ☎（235）7880

悩んでいる人に寄り添い、必要な支
援につなげる「ゲ―トキーパー」の養
成講座です日11月19日㈫9時30分～ 
11時場市役所401会議室対市内在住・
在勤の方定先着50人内自殺の現状、ス
トレスとの付き合い方など講桑原 寛
氏（愛光病院精神科医）費無料申11月
１日㈮から、直接または電話で健康推
進課へ

◆普通救命講習〔Ⅰ〕
心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除細
動器）の使い方を学ぶ講習。講習時間
は３時間。
◆普通救命講習〔Ⅱ〕
普通救命講習〔Ⅰ〕のほか、筆記試験・
実技試験あり。講習時間は４時間。
日12月7日㈯時〔Ⅰ〕9時～12時〔Ⅱ〕
13時～17時場本署対市内在住・在
勤の中学生以上の方定各回先着25人 
費無料申電話で24時間受け付け他修
了者には修了証を交付します。詳細は
警防課へお問い
合 わ せ く だ さ
い。なお、災害
発生時などは中
止・変更になる
場合があります

認知症サポーター養成講座を受講し
たことのある方が対象です。講座修了
後は、地域でさまざまな活動に参加し
ます日11月28日㈭13時30分～15時
30分場市役所701会議室定先着30人
費無料申11月１日㈮から、電話で基
幹型地域包括支援センター（☎233・
0111)へ

「その人らしさ」を大切にする関わり
方を学び、住み慣れた地域で住み続け
るために何が必要かを考えます。
日12月21日㈯14時～16時場市役所
401会議室対市内在住・在勤の方定先
着150人内講講演「認知症の人の気持
ちを理解する～正しい知識と寄り添
い方～」／内門大丈氏（湘南いなほクリ
ニック院長）、シンポジウム「認知症と
共に歩む」／松本礼子氏（NPO法人ひ
まわりの会代表理事）・内門大丈氏ほ
か費無料申11月１日㈮から、電話で海
老名市医師会（☎234・3241）へ

◆健康体操教室
ゆるんだ体を引き締めましょう。
日11月28日㈭10時～11時40分場国
分コミセン定先着25人講卓島美和氏

（コナミスポーツ㈱インストラクター）
◆ヨガ教室
自然治癒力を高めて、元気な体づくり
を目指します。
日12月6日㈮10時～11時30分場大谷
コミセン定先着20人講佐藤尚子氏（ヨ
ガインストラクター）
※共通事項
対市内在住の方費無料申11月5日㈫か
ら、電話で健康推進課へ

ストレッチや筋肉強化などを実践で学
びます日12月4日・11日㈬、令和2年
1月8日・29日㈬時9時30分～11時30
分場えびな市民活動センタービナス
ポ対市内在住・在勤の75歳未満の方 
定先着30人費無料申11月5日㈫から、
直接または電話で健康推進課へ。初め
ての方優先。27日㈬締め切り

第5回海老名市民講座まなＢ
び ー な

ＩＮＡ
「小（高学年）・中学生のため
の科学講座～生命科学に
チャレンジしてみよう～」
学び支援課 ☎（235）8411

DNAや酵素の役割と働き、微生物の
特性などを実験しながら学びます。
日①11月30日㈯②12月7日㈯③14日
㈯時13時30分～16時場柏ケ谷中学校
対市内在住の小学校５・６年生と中学
生定各回先着30人費無料内講①DNA
／山本紘輔氏（東京農業大学生命科学
部助教）②微生物／中西載慶氏（東京農
業大学名誉教授）③酵素／内野昌孝氏

（東京農業大学生命科学部教授）申11
月５日㈫から、電話で学び支援課へ
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第46回海老名市学校保健会
研究協議会

市民活動推進補助金制度
説明会

就学支援課 ☎（235）4918

市民活動推進課 ☎（235）4794

学校保健に関する発表と講演会です。
直接会場へ日11月14日㈭13時50分
～16時40分場文化会館小ホール内提
案発表「保健室で行う保健指導の資料
について」、講演「AI(人工知能)に負け
ない、夢を拓

ひら

く人に育てる魔法の言葉」
講親野智可等氏（教育評論家）費無料

令和２年度の市民活動推進補助金の申
し込み方法などを説明します。直接会
場へ。説明会に参加しない場合でも補
助金の申し込みは可能です日12月６
日㈮10時から場市役所702会議室

【補助金審査申し込み方法】
申令和２年１月７日㈫から、市民活動
推進課へ電話連絡の上、申込書類を直
接同課へ。申込書類は同課窓口・えびな
市民活動センタービナレッジ・コミセ
ンなどで配布。市ホームページからダ
ウンロード可。17日㈮締め切り他12
月９日㈪～ 24日㈫、申込書類の書き
方などの相談に応じます。相談は予約
制です

催　　し

募　　集

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー2級養成研修）

同行援護従業者養成研修
〈全５回〉

海老名市社会福祉協議会
　☎（235）0220

海老名市社会福祉協議会
　☎（235）0220

在宅と施設での介護の基本を学びま
す。介護の入門資格「介護職員初任者
研修」が取得できます。
日12月3日㈫～令和2年2月21日㈮
のうち23日間時9時30分～16時40
分（変更あり）場総合福祉会館対市内
在住・在勤の16歳以上で、全日程に
参加できる方定先着20人費【一般】 
4万7,700円（市内介護事業所で継続
して6カ月以上就労した場合は、就労
支援金4万円を支給）【高校生・大学生・
ひとり親世帯】7,700円（就労支援金
なし）申11月1日㈮から、申し込み書
を直接海老名市社会福祉協議会へ。用
紙は同協議会で配布のほか、同協議
会ホームページからダウンロード可。
25日㈪締め切り

視覚障がいのある方の通院や買い物な
どの外出介助に必要な知識や技術を
学びます日11月21日㈭・26日㈫～29
日㈮時9時～17時（予定）場総合福祉会
館対18歳以上で、全５回参加できる方 
定先 着 3 0 人費〔 市 内 在 住 者 〕1 万
5,000円、〔市外在住者〕1万7,000円
申11月1日㈮から、直接、海老名市社会
福祉協議会（市役所西棟）へ。申込書は
同協議会で配布のほか、同ホームペー
ジからダウンロード可。15日㈮締め
切り

落語とともに楽しく学ぶ
成年後見制度

大地震! わが家は大丈夫!?
無料耐震相談会

目指せ! 相模線の複線化!
キャッチフレーズ

福祉政策課 ☎（235）4820

まちづくり指導課 ☎（235）9392

都市計画課 ☎（235）9676

遺言・家族がテーマの創作落語と講演
で「成年後見制度」を分かりやすく伝
えます日11月24日㈰10時45分～12
時場市役所401会議室定先着100人
講生島清身氏（高座名 天神亭きよ美／
行政書士）費無料申11月１日㈮から、
電話でえびな成年後見・総合相談セン
ター（☎200･9833）へ他講演後に個
別相談あり。要予約

専門相談員が大
地震発生時の住
宅倒壊の危険性
を無料で診断し
ます。1組45分
程度です。
日11月27日㈬13時～17時場市役所
706会議室対昭和56年5月31日以前
に建築した2階建て以下の木造住宅 
定先着15組申11月1日㈮から、電話で
まちづくり指導課へ。20日㈬締め切り

相模線複線化等促進期成同盟会でJR
相模線の普及啓発や全線複線化を目指
すキャッチフレーズを募集します。

【点数】1人3点まで
【応募条件】未発表のオリジナル作品
【応募方法】相模原市ホームページ「電
子申請」から。12月15日㈰締め切り

【結果発表】令和２年７月の相模線複線
化等促進期成同盟会総会で発表。最優
秀作品に賞状と3万円分のクオカードを
贈呈

消費生活講座
市民相談課 ☎（235）4567

◆自然災害と損害保険
損害保険の仕組みや種類・補償内容な
どを学びます日12月３日㈫13時30分
～15時講梶原 太氏（（一社）日本損害
保険協会南関東支部主任）申11月１日
㈮から、直接または電話で市民相談課
へ。22日㈮締め切り
◆押さえておきたい相続の前と後
生前と相続発生後の対策の違いを学び
ます日12月13日㈮13時30分～15時
30分講豊田剛士氏（（一社）神奈川県相
続相談協会代表理事）申11月６日㈬か
ら、直接または電話で市民相談課へ。
29日㈮締め切り
※共通事項
場市役所701会議室対市内在住の方 
定先着50人費無料

食品衛生責任者養成講習会
厚木地区食品衛生協会

　☎（222）7643
日12月5日㈭10時～17時場厚木商工
会議所（厚木市栄町１-16-15）対飲食店
などを始めたい人で調理師や栄養士な
どの資格がない方定先着150人費1万
円（受講料）申11月21日㈭13時30分
～16時に、直接厚木商工会議所へ。県
食品衛生協会ホームページからも可。
電話での申し込み・予約はできません
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市では、自主財源確保のため広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、（株）横浜メディアアド（☎045・450・1804）へ。

中央図書館

めぐみ町7-1 ☎（231）5152
9時～21時  年中無休中央

第15回えびな・この街で
くらそう

海老名市障がい福祉サービス
合同事業所説明会

家庭と地域の教育を考える
つどい

障がい福祉課 ☎（235）4813

障がい福祉課 ☎（235）4812

学び支援課 ☎（235）4926

障がい者施設、団体などによる模擬店
を中心としたイベントです。自主製
品・雑貨などの販売、楽器演奏などを
行います。ほかに、景品がもらえるス
タンプラリーを行うブースなど。ぜ
ひ、ご来場ください。
日11月16日㈯10時～14時30分（小
雨決行）場海老名中央公園他詳細は、
海老名市障害者支援センターあきば

（☎240・0775）へ

市内の障がい福祉事業所がブース形式
でサービスの紹介をします。利用方法
の相談にも応じます。直接会場へ。
日11月27日㈬時内①10時30分～12
時30分／児童サービス事業所②13時
30分～15時30分／就労・日中活動
サービス事業所場市役所401会議室

「みんなで育もう！子どもたちを守る
防犯力！～子どもの力、大人の力、地
域の力～」をテーマに講演を行いま
す。直接会場へ。
日11月16日㈯13時30分～15時50
分場市役所401会議室講武田信彦氏

（うさぎママのパトロール教室主宰） 
費無料

対がないものは、どなたでも参加できます。
費がないものは無料

図書館情報

海 老 名 市 災 害 情 報
@ebina_kikikanri

危機管理課 ☎（235）4790

図書館プラネタリウム
～秋の夜空～

花まる流！
悩み解消、子育て勉強会
～ほめ方と叱り方～

READER's Lead Book Club

日11月24日㈰時①17時から②17時
40分から③18時20分から④19時か
ら（各回20分）定各回先着着座70人・
立見20人合計360人講かわいじゅん
こ氏（宙

そら

の学校校長）申11月2日㈯か
ら、中央図書館カウンターで申し込み
者本人の図書利用カードを提示。カー
ド1枚につき、家族分5枚まで整理券を
配布

花まる学習会が子育ての悩みを解消しま
す日11月21日㈭10時～11時30分場中
央図書館イベントスペース対年中～小学
校2年生のお子さんの保護者定先着15
人講花まる学習会講
師費500円（テキス
ト代）申11月2日㈯
から、直接または電
話で中央図書館へ

今回は「さあ、才
じ ぶ ん

能に目覚めよう 新版 
ストレングス・ファインダー2.0」（日
本経済新聞出版社）です日11月23日
㈯㈷19時～20時30分場中央図書館イ
ベントスペース定先着15人講長尾 彰
氏（組織開発ファシリテーター）持読み
解く書籍申11月2日㈯から、直接また
は電話で中央図書館へ

学芸員が解説！
横浜美術館開館30周年記念

「オランジュリー美術館　
ルノワールとパリに恋した
12人の画家たち」

素ばなしを楽しむおはなし会

開催中の展覧会について学芸員がお勧
めのポイントや、作品にまつわる秘話
などを紹介します。
日11月17日㈰11時～12時30分場中
央図書館イベントスペース定先着50
人講横浜美術館学芸員申11月2日㈯か
ら、直接または電話で中央図書館へ

「言葉っておもしろい！」をテーマに行い
ます。大人も参加できます。
日11月16日㈯10時30分～11時15分
場中央図書館キッズライブラリー対年
長以上の方
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ウサギ飼育してます。自然が多いえびなが
すきです。
柏ケ谷小学校　一ツ松愛子さん（10歳）

世帯数
57,251世帯

（56,226世帯）

※（  ）内は前年同月
　（平成30年10月）の値

人 口
133,706人

（132,641人）
男　67,310人

（66,782人）
女　66,396人

（65,859人）

世帯数と人口
〈令和元年10月１日現在〉 今号の題字

　11月１日が令和で初めての市政施行記念日。平成時代は半
年前までのつい最近のことのように思っていましたが、初期
にさかのぼるにつれて、写真もレトロな感じが。知っている場

所に知らない景色が入り交じり、写真の力を感じました。今の海老名を
丁寧に記録していきたいです。（M）

編 集
雑 記

今月の納税・納付
〈納期限12月２日㈪〉

■ 国民健康保険税[６期]
■ 市営住宅使用料［11月］
■ 保育所保育料[11月]
■ 介護保険料[６期]
■ 後期高齢者医療保険料[５期]
■ 小学校給食費［７期］

納付は、口座振替が便利です。

「息子３人 アナウンサーパパの

子 育 て 奮 闘 記 」

男女共同参画講演会

市民相談課 （235）4568

　アナウンサーの笠井信輔氏が子育てのヒント
や、よもやま話などの「イクメン」経験を語りま
す。女性の活躍推進事業所の表彰式も行います。

日令和２年１月11日㈯10時～12時場えびな市
民活動センタービナレッジ定先着170人費無料 
申11月1日㈮から、氏名・住所・電話番
号を、直接または電話で市民相談課へ。
市ホームページからも可。12月９日㈪
締め切り他手話通訳・要約筆記あり。１
歳～就学前、若干名の託児あり。要予約

笠井信輔氏
　アナウンサー。情報
番組の司会などを経て、

「とくダネ！」のキャス
ターを20年務めた。立
ち合い出産のため、男
性アナウンサーとして
初めて生放送の司会を
休むなど、夫婦二人三
脚の育児を実践中。

申し込み
ページ

撮影：八田政玄


